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足 立 風土 記 編 さん事業 関 連企画展

7月20日～9月17日

村と 町の 誕
生

～新田開発から区画整理まで～

足
立
で
は
、
農
村
を
築
く
江
戸
時
代
の
新
田
開
発
と
市
街
地

を
整
備
す
る
現
代
の
区
画
整
理
事
業
が
広
く
行
わ
れ
た
と
い
う

歴
史
上
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
計
画
的
に
村
(
農
村
)
や
町
(
市
街
地
)
を
つ
く

る
も
の
で
し
た

。
郷
土
博
物
館
で
進
め
て
い
る
足
立
風
土
記
編

さ
ん
事
業
で
は
、
こ
う
し
た
開
発
の
歴
史
を
跡
づ
け
る
資
料
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
数
多
く
確
認
さ
れ
、
町
ご
と
の
景
観
や
風
土
に

大
き
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
資
料
に
基
づ
き
な
が
ら
、
開
発
に
よ

っ
て
先
人
た
ち
が
拓
い
て
き
た
足
立
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
い
き

ま
す
。
世
代
を
超
え
て
水
辺
に
暮
ら
し
た
風
土
の
記
録
で
す
。

主
な
展
示
資
料

□
新
田
開
発

江
戸
時
代
の
前
半
、旧
日
光
道
中
よ

り
東
の
地
域
は
人
植
に
よ
っ
て
2
0
ヵ
村

に
も
の
ぼ
る
新
田
が
拓
か
れ
ま
し
た

(
江
戸
時
代
の
足
立
の
村
は
全
体
で
4
2

力
村
)
。そ
の
結
果
、江
戸
時
代
の
中

ご
ろ
に
は
足
立
全
体
で
2
万
石
の
生
産

力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
関
係

資
料
に
は
、
入
植
し
た
人
々
や
開
発
を

進
め
た
人
々
の
姿
が
し
の
ぱ
れ
ま
す
。

▽
資
料
…
元
和
2
年
(
一
六
一
六
年
)

人
谷
川
新
川
開
発
定
再
/
元
禄
8
年

(
一
六
九
五
年
)
北
三
谷
村
絵
図
/
区

内
各
地
元
禄
検
地
帳
ほ
か

↑ 元和2年( 1616年) の大谷田新田宛開発手形　

関東郡代( 関東地方幕府領の地方官僚) 伊奈

忠治が出した移住奨励の“ お墨付" 。区域東部

に数多 く出さ れた

□
区
画
整
理

江
戸
・
東
京
近
郊
の
農
村
地
帯
だ
っ

た
足
立
は
、
昭
和
を
迎
え
る
こ
ろ
か
ら

市
街
地
化
か
始
ま
り
、
戦
後
、
急
速
に

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。こ
の
と
き
足
立
の
人
々
は
農
村
か

ら
巾
街
地
へ
土
地
を
つ
く
り
か
え
る
人

改
造
・
土
地
区
画
整
理
嘔
業
を
行
い
ま

し
た
。区
画
整
理
か
行
わ
れ
た
と
こ
ろ

に
は
、団
地
や
仕
宅
が
建
ち
並
び
、昭

和
4
8
年
(
一
九
匕
三
年
)
に
は
人
川
6
0

万
人
を
超
え
ま
し
た
。関
係
資
料
か
ら

は
図
面
を
引
き
、土
地
を
調
べ
て
町
を

つ
く
っ
た
人
々
の
地
道
な
努
力
が
見
え

て
き
ま
す
。

▽
資
料
…
昭
和
7
年
(
一
九
三
ご
年
)

市
街
地
レ
ト
ロ
写
真
、
昭
和
3
0年
代
後

半
(
一
九
六
〇
年
ご
ろ
)
団
地
建
設
関

係
資
料
ほ
か

↑ 戦前 の田 園 風 景　 江戸 時 代の 開発 から3 世 紀、 近 年
まで農 村地 帯 の景 観 が広 がっ てい た( 区 内花 畑)

↑ 新しい町の誕生　昭和28年( 1953年、上の
写 真) と区 画整 理 が 進み 区内 最 大の 花 畑団 地 建

設 後 の昭 和44年( 1969 年 、下 の写 真) の 姿

ト
ピ
ッ
ク
1
　
入
植
者
の
伝
説

□
六
騎
の
武
者
が
拓
い
た
六
木

中
川
沿
い
の
六
木
の
地
名
由
来
は
、

興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

六
木
だ
か
ら
六
本
の
大
木
を
連
想
し
ま

す
が
、
地
元
の
伝
説
で
は
織
川
信
艮
の

長
男
・
信
雄
の
家
臣
6
人
が
村
を
拓
い

た
こ
と
と
、
こ
の
6
人
の
騎
馬
武
者
か

ら
「
六
騎
」
、
そ
の
後
「
六
木
」
に

転
訛
し
た
と
の
山
来
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

□
加
平
の
前
身
・
嘉
兵
衛
新
田
は
稲
毛

か
ら
入
植

首
都
高
速
加
平
イ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ

と
で
知
ら
れ
る
加
ず
は
、江
戸
時
代
の

嘉
兵
衛
新
川
が
前
身
。開
発
者
・
伊
藤

嘉
兵
衛
は
、武
蔵
国
稲
毛
領
(
現
川
崎

巾
・
横
浜
巾
の
一
部
)
か
ら
人
植
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
2
　
大
団
地
の
誕
生

□
足
立
区
最
初
の
団
地

足
立
の
各
地
に
は
都
営
住
宅
や
公
団

住
宅
な
ど
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。そ

れ
で
は
祁
営
仕
七
や
公
団
住
宅
の
第
1
号

は
?
　
都
営
住
宅
で
最
も
占
い
の

は
、昭
和
2
2
年
(
一
九
四
七
年
)
度
建

設
の
梅
田
第
一
、富
城
第
一
、保
木
刈
、

保
木
問
第
二
、艮
門
町
の
5
つ
で
、公

网
住
宅
で
最
も
占
い
の
は
、昭
和
3
3
年

(
一
九
瓜
八
年
)
度
建
設
の
西
新
井
第
一

川
地
で
し
た
。都
常
住
宅
の
歴
史
は

す
で
に
半
世
紀
を
越
え
、公
団
住
宅
も

4
0年
を
越
え
て
い
ま
す
。

□
足
立
区
最
大
の
団
地

団
地
は
多
く
の
人
々
が
住
む
ひ
と
つ

の
町
で
す
。区
内
各
地
に
あ
る
団
地
で

最
人
規
模
を
誇
る
の
は
、昭
和
3
9
年

(
一
九
六
四
年
)
度
か
ら
で
き
た
花
畑

川
地
で
2
1
3
バ
。ほ
か
に
も
竹
の
塚
、

柬
綾
瀬
、西
新
片
、人
谷
田
に
1
千
戸

を
超
え
る
人
川
地
が
林
政
し
ま
し
た
。

企
画
展
関
連
行
事

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

展
示
を
見
な
が
ら
陣
物
館
ス
タ
ッ
フ

と
の
ト
ー
ク
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
7
月
2
9
日
巾
・
3
0
日
凹
、8
月

5
日
巾
・
6
日
訃
・
2
6
口
巾
・
2
7
日

叫
、午
前
1
1
時
と
午
後
2
時
の
各
日
2

川
　
場
所
=
郷
上
博
物
館
　
申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

【 博 物 館 利 用 案 内 】

● 交通=亀有駅より「八潮車庫・木曽根」
行き足立郷土博物館前ド車徒歩0分、亀
有駅・綾瀬駅より「六ッ木都住」行き大
谷田五丁目下申徒歩5分。駐車場あり
● 開館時間=午前9畤～午後5畤
※ 月曜日休館( 祝日の場合は翌日)
● 入館料=大人200円/ 小・中学生100円
※ 団体( 2〕人以) 〕は通常の半額
● 無料公開=一つJ j 2どどどl l

内
容
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
郷
土
博
物
館
へ

昔
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

足立風土記編さん事業
足立区の町単位の歴史書を刊行する事

業です。歴史的経緯から区域を南足立郡

時代の10地区( ※ 千住・西新井・江北・

舎人・※ 梅鳥・綾瀬・東渕江・花畑・渕

江・伊興) にわけて各町を収録する予定。

刊行に向けて原稿本( 「足立風土記稿」)

を 当 餓 情 報 責 科 室 ・ 各 図 書 館 で 閲 覧 ・提

供 中 。 ぜ ひ 皆 さ ん の 町 の 情 報 ・ ご 意 見 を

お 寄 せ く だ さい 。

※ 印の地区 は稿本未刊です
問先= 郷土博物 館風土 記編さん

今 号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
健
康
術
/
選
挙
豆
知
識

4
・
5
面
▽
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
/
ア
ウ
ト

ド
ア
・
イ
ベ
ン
ト
イ
ン
ア
ラ
カ
ワ

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/

掲
示
板
/
花
だ
よ
り

8
面
▽
▽
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
2
4
時
間
情
報

提
供
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス

FAX 3880- 5678
「 区 民 の 声 」を

お 待 ちして い ます

ス
ト
ッ
プ
!

タ
バ
コ
・
空
き
缶
・

紙
く
ず
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

犬
の
ふ
ん
の
放
置

※
歩
き
タ
バ
コ
も
や
め
ま
し
よ
う

問
先
=
地
域
支
援
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

7
月
1
7
日
～
8
月
6
日

世
論
調
査
に
ご
協
力
を

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
区

政
に
生
か
す
た
め
、
毎
年
「
足
立
区
政

に
関
す
る
世
論
調
食
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「国
際
交
流
」

と
「バ
ス
交
通
」で
す
。

調
査
は
区
が
委
託
し
た
調
査
会
社
の

専
門
員
が
お
宅
を
訪
問
し
、
聞
き
収
り

で
行
い
ま
す
。
結
米
は
統
計
的
に
数
字

で
処
理
し
ま
す
の
で
、個
人
の
名
前
が

出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。　
期
間
=
7
月
1
7
日

～
8
月
6
日
　
対
象
=
住
民
基
本
台
鰛

か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ
加
歳
以
上
8
0
虚

未
満
の
区
民
2
千
人
　
問
先
=
広
聴
相

談
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

「第22回　足立の花火大会」は8月24日( 木) 開催です
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

□
ひ
と
り
親
家
庭
へ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣
し
ま
す

対
象
=
児
暾
育
成
手
当
(
障
害
手
当
の

み
は
除
く
)
受
給
資
格
者
で
、小
学
乍

以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
　
内
容
=
親
ま
た
は
小
学
生
以

F
の
予
ど
も
が
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
と

き
、家
事
や
育
児
を
手
伝
う
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
(
艮
期
疾
病
・
人
院
な

ど
は
対
象
外
)
/
1
度
の
申
耐
で
3
回

以
内
、年
間
2
0
回
ま
で
/
午
前
7
時
~

午
後
7
時
の
間
で
連
続
8
時
間
ま
た
は

4
時
間
を
1
回
と
す
る
 
申
込
=
診
察

券
な
ど
、
疾
病
な
ど
を
証
明
で
き
る
も

の
と
印
鑑
を
持
参
し
介
護
券
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
(
緊
急
の
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
巾
し
込
み
に
よ
り
代
理

の
方
の
来
所
可
)

□
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

熱
川
、
軽
井
沢
な
ど
1
0力
所
の
凶
民

宿
介
(
1
2年
度
か
ら
、
国
民
宿
舎
あ
い

づ
荘
は
老
朽
化
の
た
め
利
川
で
き
ま
せ

ん
)
と
区
施
設
の
保
養
所
・
校
外
梅
設

(
ヒ
総
湊
健
康
学
園
は
除
く
)
・
野
外

活
動
施
設
8
ヵ
所
が
低
禎
な
料
金
で
利

用
で
き
ま
す
。年
度
内
国
民
宿
舎
と
区

施
設
と
の
合
計
で
2
泊
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。　
対
象
=
母
子
ま
た
は
父
子
家

庭
の
方
で
児
童
育
成
手
当
受
給
者
の
方

助
成
額
=
▽
同
民
宿
舎
:
i
納
に
っ
き

大
入
6
f
朷
円
、小
人
(
3
歳
~
小
学

生
)
5
1
-
渭
円
を
限
度
と
し
て
助
成

▽
区
施
設
・
:
1
泊
に
つ
き
保
支
所
利
用

は
人
人
5
千
3
円
、小
人
(
3
歳
~
小

学
生
)
2
予
弸
円
、教
育
・
野
外
施
設

利
川
は
、大
入
3
1
-
椢
円
、小
入
(
3

歳
～
中
学
生
)
1
千
7
0
0
円
を
助
成
 
※

い
ず
れ
も
助
成
金
を
超
え
る
宿
泊
科
金

な
ど
は
自
己
負
担
 
申
込
=
▽
国
民
桁

舎
・
:各
施
設
へ
直
接
予
約
(
必
ず
足
皀

区
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
利
用
と

告
げ
て
、料
金
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
)
。予
約
後
、児
嗔
手
当
係
ま
た

は
各
福
祉
事
務
所
の
窓
口
で
、利
用
券

の
申
請
な
ど
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
 
▽
区
の
施
設
・
:
飛
涯
学
刊
振
興
公

社
の
各
施
設
で
販
J
冗
す
る
中
込
(
ガ
キ

に
必
要
事
項
を
記
人
し
、申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。利
用
予
約
手
続
後
、児
童

手
当
係
に
「宿
泊
者
証
明
願
い
」の
用

紙
を
電
話
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
　
※

い
ず
れ
も
児
童
扶
希
有
証
書
・
児
童

育
成
手
当
支
払
通
知
書
な
ど
、ひ
と
り

親
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
と

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
児
童
手
当
係
、各
福
祉
事

務
所
(
表
1
)

表1 福祉事務所一覧

□
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ
保
険
診
療
に

よ
る
医
療
費
の
自
d
負
担
分
を
助
成
し

ま
す
。該
当
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
(
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
)
。　
対

象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、国
保
や
社

会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
の
加
人
者

で
、次
に
あ
て
は
ま
る
児
竃
(
1
8
歳
に

な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
の
方
、2
0
歳

未
満
で
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児

収
を
含
む
)
と
、そ
の
兜
恥
を
養
竹
し

て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
…
父
母
が

離
婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
卜
」
、収
度
障

害
、法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
/
父
が
い
な
い
(
ほ
が
婦
姻
に

よ
ら
ず
生
ま
れ
た
児
酘
で
父
の
扶
養
が

な
い
)
 
※
生
活
保
護
受
給
者
、兇
童

福
祉
施
設
人
所
者
の
方
は
除
ぐ
 
申
・

問
先
=
児
収
・
医
療
係

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

部
落
差
別
の
歴
史
①

昭
和
4
0
年
、同
和
対
策
審
議
会
答
申

で
川
さ
れ
た
「政
治
起
源
説
」(
身
分

制
度
に
起
川
す
る
)
に
つ
い
て
、そ
の

歴
史
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
身
分
制
度
と
し
て

は
、大
化
の
改
新
に
よ
り
収
り
入
れ
ら

れ
た
律
令
制
に
よ
る
「良
民
」身
分
と

「賎
民
」身
分
に
分
け
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。し
か
し
、平
安
時
代
後
期

以
降
、
律
令
制
の
崩
壊
と
と
も
に
消
滅

し
ま
し
た

。

ほ
か
に
は
、
耶
馬
台
凶
(

紀
元
前
2

・
3
世
紀
)

の
生
口
と
呼
ば
れ
る
奴

隷
や
、
大
和
朝
廷
に
も
奴
隷
は
い
ま
し

た
し

、
中
睫
に
も
賤
視
さ
れ
た
人
々
が

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
法
や
制
度
と
し

て
正
式
に
っ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
職
国
時
代
、出
身
に
か
か
わ

ら
ず
実
力
の
あ
る
者
が
台
頭
す
る
下
克

h
の
時
代
、戦
国
人
名
に
と
っ
て
自
分

の
立
場
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、民
衆

の
人
部
分
を
占
め
る
農
民
を
ど
の
よ
う

に
支
配
す
る
か
が
人
き
な
課
題
で
し

た
。そ

の
な
か
で
令
国
統
一
を
米
た
し
た
豊

臣
秀
吉
は
民
衆
の
力
を
よ
く
知
っ
て

い
た
た
め
に
、刀
や
槍
な
ど
を
収
り
あ

げ
る
「刀
狩
り
」を
行
い
、「検
地
」
に

よ
り
農
民
が
L
地
を
離
れ
る
こ
と
を
禁

じ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、武
し
と
農
民
・
町
入
、

町
と
村
と
を
は
っ
き
り
と
分
け
た
の
で

す
。

◎
お
問
い
介
わ
せ
は
、総
務
課
回
和
対

策
へ

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
7
月
1
1日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
・
:
申
し
込
み
方
法
　
期
限…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

重
度
心
身
障
害
者
(
児
)
の
方
へ

□
日
常
生
活
用
具
の
給
付

在
宅
で
重
度
の
心
身
障
害
者
(
児
)

に
対
し
、口
常
生
活
用
具
の
給
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。対
象
=
3
歳
以
L
、

品
目
に
よ
っ
て
は
年
齢
制
限
や
障
占
部

位
の
指
定
が
あ
り
ま
す
。 
品
目
=
浴

槽
/
湯
沸
器
/
入
浴
担
架
/
入
浴
補
助

川
具
/
移
動
用
リ
フ
ト
/
歩
行
支
援
用

具
/

便
器
/

特
殊
便
器
な
ど
4
6
品
目

□
住
宅
設
備
改
善
費
を
助
成
し
ま
す

在
宅
の
収
度
心
身
障
害
者
(
児
)
で
、

日
常
生
活
を
よ
り
過
ご
し
や
す
く
す
る

た
め
住
宅
設
備
を
改
善
す
る
方
に
費
川

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
対
象
=

種
目
別
で
、主
に
6
歳
以
匕
、下
肢
、

体
幹
、申
い
す
の
交
付
を
受
け
た
内
部

障
害
の
あ
る
方
な
ど
　
種
目
=
浴
場
/

便
所
/
玄
関
/
居
室
/
台
所
/
屋
内
移

動
設
備

―
―
い
ず
れ
も
―
―

介
護
保
険
法
か
ら
給
付
を
受
け
ら
れ

る
の
は
介
護
保
険
が
優
先
し
、所
得
に

応
じ
た
一
定
の
自
己
負
批
が
あ
り
ま
す
。

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

重
度
心
身
障
害
者
(
児
)
の
方
に
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

※
所
得
に
応
じ
た
費
用
の
負
担
が
あ
り

ま
す
　
対
象
=
独
立
し
て
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
の
あ
る
収
度
の
心
身
障

書
者
(
児
)
を
抱
え
て
い
る
家
庭
で
、

家
事
・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す

る
場
介
(
た
だ
し
介
護
保
険
対
象
行
を

除
く
)
 
内
容
=
食
事
の
既
話
/
衣
類

の
洗
嵎
補
修
/
仕
叫
の
掃
除
、整
皿

整
と
ん
/
身
の
同
り
の
匪
話
/
活
必

匐
品
の
買
い
物
/
医
療
機
関
と
の
連

絡
/
通
院
介
助
/
官
公
署
等
の
手
続
き

代
行
な
ど
 
派
遣
時
間
=
週
2
1
時
問
を

限
度
と
し
て
調
介
の
う
え
派
遣
 
派
遣

時
間
帯
=
午
前
8
時
～
午
後
6
時
 
※

た
だ
し
、食
事
・
排
せ
つ
・
通
院
・
着
林

え
の
介
助
な
ど
、特
別
の
必
妛
が
あ
る

場
合
は
、夜
間
や
深
夜
(
2
4
時
間
巡
川

型
)
、早
朝
の
派
遣
も
利
用
で
き
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

介
護
保
険
に
関
す
る
苦
情
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

介
護
保
険
の
認
定
や
保
険
料
の
こ
と

な
ど
介
護
保
険
に
係
わ
る
様
々
な
相

談
・
苦
情
に
つ
い
て
介
護
保
険
課
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
相
談
・
阿
情
な
ど
は
次
の
と
こ
ろ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
▽
介
護
サ

ー
ビ
ス
捉
供
事
業
者
ま
た
は
介
護
支
援

専
門
員
(
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ヤ
ー
)
に
相

談
 
▽
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
あ
だ
ち
・
:

サ
ー
ビ
ス
利
川
上
で
困
っ
た
こ
と
な
ど

に
っ
い
て
、片
楠
相
談
八
が
電
話
ま
た

は
自
宅
に
伺
っ
て
相
談
を
受
け
、事
業

者
と
の
間
に
入
り
調
整
し
ま
す
(
手
話

通
訳
あ
り
)

(
5
6
8
1
)
3
3
7
9

▽
東
京
都
川
民
健
康
保
険
川
体
連
合
会

…
苦
情
中
し
立
て
・
相
談
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
(
区
・
介
護
保
険
課
が
窓

川
)
　
問
先
=
介
護
保
険
係

介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

6
5
歳
以
上
の
方
は
、1
0
月
か
ら
介
護

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。
介
護
保
険
料
額
な
ど
を
お
知

ら
せ
す
る
た
め
の
決
定
通
知
滌
を
8
月

匕
旬
に
発
送
い
た
し
ま
す
。問
先
=

介
護
保
険
課
資
格
賦
課
係

ご
存
じ
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
日
曲
な
方
が
、各
種
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
す
。障
害
(
視
覚
、聴
覚
、平
衡

機
能
、音
声
、言
語
、そ
し
ゃ
く
機
能
、

肢
体
不
自
由
、心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸

器
、ぼ
う
こ
う
、直
腸
、小
腸
、免
疫

機
能
)
の
程
度
に
よ
り
、1
～
6
級
の

等
級
が
あ
り
ま
す

。
手
帳
の
交
付
に
必

要
な
診
断
占
は
各
福
祉
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。な
お
、手
帳
取
得
後
は
、補
装

具
、日
常
生
活
用
具
な
ど
の
給
付
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 
申
・
問

先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

□
愛
の
手
帳

知
的
発
達
障
害
者
(
児
)
の
方
が
各

種
の
援
護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
す
。障
害
の
程
度
で
1
～
4
度
の

等
級
が
あ
り
ま
す
。　
申
・
問
先
=
▽

1
8
歳
以
上
の
方
・
・
・
都
・
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ

ー

(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8
歳
未
満
の
方
・
:
都
・
足
立
児
嗷
相

談
所
 
　
(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、次
の
方
は

必
ず
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。　
対
象
=
化
所
が
変
わ
っ
た

と
き
/
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
/
死
亡

し
た
と
き
/
手
帳
を
紛
失
・
破
批
し
た

と
き
　
問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
1

)

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

夏
休
み
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。子

ど
も
た
ち
が
屋
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く

な
り
、交
通
事
故
に
遭
う
機
会
も
増
え

て
き
ま
す
。子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
に
は
、ま
ず
人
人
が
眼
し
い

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
手
本
を
示

し
、
ど
う
す
る
こ
と
が
危
険
な
の
か
教

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

□
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

▽
道
路
を
渡
る
と
き
は
飛
び
出
さ
ず
、

左
右
の
安
全
を
確
認
す
る

▽
近
く
に
信
号
機
や
横
断
歩
道
が
あ
る

と
き
は
、
必
ず
そ
こ
に
行
っ
て
横
断
す

る▽
止
ま
っ
て
い
る
巾
の
前
や
後
ろ
か
ら

の
横
断
は
し
な
い

▽
自
転
申
に
乗
る
と
き
は
し
っ
か
り
安

全
確
認
を
し
て
、
危
険
な
乗
り
方
を
し

な
い

▽
夕
方
や
周
り
が
略
く
な
っ
た
ら
自
転

巾
の
ラ
イ
ト
は
必
ず
っ
け
る
。
ま
た
叭

か
ら
目
立
つ
よ
う
に
、
服
装
は
明
る
い

色
の
物
を
心
掛
け
る

人
入
の
方
は
、
路
ヒ
で
子
ど
も
た
ち

が
遊
ん
で
い
た
ら
、
交
通
事
故
に
気
を

つ
け
る
よ
う
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
子
ど
も
の
姿

を
見
か
け
た
ら
、ひ
か
え
め
な
速
度
で

や
さ
し
い
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
交
通
安
令
係

千
住
警
察
署

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
驚
察
署

(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

竹
の
塚
警
察
署

(
3
8
5
0
)
0
1
1
0

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り
、ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。保
育
園
に
通
っ
て
い
る
家
庭
だ
け

で
な
く
、広
く
地
城
の
家
庭
か
ら
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。安
心
し
て
子
介
て
を

楽
し
め
る
よ
う
気
軽
に
ご
和
談
く
だ
さ

い
。経
験
豊
か
な
公
な
、私
を
保
育
闘

の
職
口
が
対
応
い
た
し
ま
す
(
秘
密
厳

守
)
。　
日
時
=
川
曜
～
金
曜
卜
、午

前
1
0
時
~
午
後
4
時
 
※
祝
川
は
除
ぐ

場
所
=
公
立
・
私
立
保
青
園
全
園
　
相

談
方
法
=
電
話
お
よ
び
面
接
 
問
先
=

保
育
指
導
ま
た
は
傑
介
振
興
係

現
況
届
は
お
済
み
で
す
か

児
童
手
当
・
育
成
手
肖
を
受
給
し
て

い
る
か
は
、毎
年
6
月
に
現
況
川
を
担

出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
幸

す
。現
況
川
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は

6
月
分
か
ら
の
支
給
が
停
ふ
」さ
れ
ま
寸

の
で

、
至
急
お
送
り
く
だ
さ
い
。

□
拡
大
分
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

3
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
の

児
嗔
の
家
庭
は
児
澂
手
l
の
巾
砧
が
で

き
ま
す
(
た
だ
し
、所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
)
。　
期
限
=
9
月
3
0
日
　
申
・

問
先
=
児
童
手
当
係
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潰
瘍
性
大
腸
炎
と

上
手
に
付
き
合
う
た
め
に

日
時
=
7
月
2
1
日
吻
、午
後
1
時
3
0
分

～
3
時
3
0
分
　
対
象
=
治
療
巾
の
み
お

よ
び
関
心
の
あ
る
方
　
内
容
=
最
近
の

治
療
と
川
常
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
(
参

加
者
と
懇
談
し
な
が
ら
)
　
講
師
=
飯

塚
文
瑛
氏
(
東
京
女
子
医
科
人
学
病
院

消
化
S
病
セ
ン
タ
ー
医
師
)
　
定
員
=

3
0
入
(
先
着
順
)
　
費
用
=
無
料
　
申

込
=
電
話
　
場
・
申
・
問
先
=
江
北
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

6
0歳
か
ら
の
歯
と
口
の
健
康
相
談

「
入
れ
歯
と
上
手
な
お
つ
き
あ
い
を
」

健
康
な
暮
ら
し
に
必
要
な
入
れ
歯
の

正
し
い
使
い
方
や
予
入
れ
法
、人
れ
歯

で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
食
生
活
の
こ

と
な
ど
か
ら
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
に

っ
い
て
考
え
ま
す
。日
時
=
7
月
2
7

H
Ⅲ
、午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
　
対
象
=

6
0
歳
以
上
の
区
内
在
住
・
在
勤
者

内
容
=
ミ
ニ
講
座
/
歯
科
相
談
/
実
習

講
師
=
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
　
定

員
=
3
0
入
(
先
着
順
)
　
費
用
=
無
料
　

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
介
セ
ン

タ
ー
　
　
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

親
子
で
力
を
合
わ
せ
て

や
っ
て
み
よ
う
(
2
日
制
)

も
し
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
ら

…
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。日
時
=
7
月
2
4
日
川
・
8
月

2
日
Ⅲ
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

内
容
=
▽
1
日
目
・
・
・
「も
し
も
の
と
き

に
身
を
守
る
体
力
づ
く
り
」　
※
動
き

や
す
い
服
蔽
で
　
▽
2
日
口
・
・
・
「災
宵

時
に
役
立
つ
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン

グ
」　
※
ふ
き
ん
・
タ
オ
ル
(
あ
れ
ば

エ
プ
ロ
ン
)
持
参
　
対
象
=
小
学
校
低

学
年
の
児
童
と
保
護
者
　
費
用
=
無
料

定
員
=
1
5
紅
(
先
着
順
)
　
申
込
=
電
話
　

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

乳
幼
児
の
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
=
表
2
　
対
象
=
ア
レ
ル
ギ
ー
が

心
配
な
乳
幼
児
の
家
族
　
内
容
=
医
師

の
お
話
「
ア
レ
ル
キ
ー
つ
て
?
そ
の
対

応
」
「住
ま
い
を
チ
ェ
ッ
ク
」/
相

談
　
定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)
　
費
用
=

無
料
　
申
込
=
電
話
　
場
・
申
・
問

先
=
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

表2　 アレ ルギー予防教室日 程

調
理
体
験
教
室

□
「子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
」

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
と
も
に
豪

し
く
作
っ
て
元
気
に
な
ろ
う
。　
日
時
=

7
月
2
7
日
Ⅲ
、午
後
2
時
～
4
時
　
場

所
=
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
　
対
象
=
小

学
4
年
生
～
6
年
生
　
内
容
=
か
ら
だ

が
喜
ぶ
食
べ
方
と
は
?
　
ア
ウ
ト
ド
ア

に
も
向
く
簡
単
な
料
理
実
習
　
定
員
=

1
2入
(
先
着
順
)

□
こ
れ
か
ら
マ
マ
に
な
る
方
へ

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
、

楽
し
み
な
が
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
で
手
軽
に

そ
ろ
え
ら
れ
る
食
材
を
使
っ
て
作
る
教

室
で
す
。ま
た
、こ
れ
を
機
会
に
マ
マ

同
士
お
友
違
に
な
っ
て
み
て
は
。　
日

時
=
7
月
1
7
日
叫
、午
後
2
時
～
4
時
　

場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
　
内
容
=
妊

娠
中
に
必
要
な
栄
養
の
話
と
料
理
尖
習

と
試
食
　
定
員
=
2
5
入
(
先
着
順
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=
3
0
0
円
(
材
料
費
)
　
持
ち
物
=

エ
プ
ロ
ン
、三
角
き
ん
、ふ
き
ん
、筆

記
用
具
　
申
・
問
先
=
中
央
本
町
傑
健

総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5
(

直
通
)

ワン

ポイ

ント

健

康

術
【自分のからだのゆがみ、わかりますか?～骨盤、股関節編～】

2回にわたり、からだの色々な部分のゆがみのチェックとその矯正を
し て き まし た。 調 子はい か がでし ょう か。 今回は 顛や 背骨 を支え る大事
な骨 盤や 股関 節の ゆが みのチ ェ ックで す。こ れで あな たも、 快適 な毎日
が遇ご せ るでし ょ う。

□ 骨皴のゆがみチェック
正座 をし て 左 右に おし り を 落とし て
横座 りに なり 、座 り にく い方 をチ ェ ッ ク

座 り にく い 方に 座 った とき
・右足が上になれば右
・左足が上になれば左

↓
▽ 右が座りにくい場合( 　) は左
① 右( 左) に 顏を向 け てう つ 伏せ に なる
②右ひし( 左ひじ) を曲げ、顯の前に持っ

て く る
③右ひざ( 左ひざ) を曲げて、つま先をひ

ざの方に向けたまま、さらにつま先を外側
に向ける( ポインド)

④このまま足を床の方に少し倒し、ひざを床から5秒程度浮かし、
ストンと落とします( 3～4呼吸おいて、2～3阿繰り返す)

□ 股関節のゆがみチェック
足の 裹 を 合わ せて あ ぐら の姿 勢 で座 り、
ひ ざの 高さ を チェ ッ ク

↓

▽ 右が高い場合( 　) は左が高い場合
① 仰向 け で 両ひ ざを 立て て、 左 足( 右足)

を右足( 左 足) に かけ て 左( 右) に 例 す
② 惆し た状 態 でさ ら に左 足( 右足) で 床に

押 す よう に 抵抗 を かけ 、抵 抗に 負け な
い よ う右 足( 左足) は右( 左) に戻 す よう
にす る( こ れ を10回繰 り返 す)

③ 仰向け で 右 足( 左 足) を90 度に 曲げ て 右(
左) に 倒し 、床 にっ け る

④左足( 右足) で右ひざ( 左ひざ) の内飼を
押し、右足( 左足) はその力に負けない
ように左( 右) に戻すよう力を入れる
( これを10回繰り返す)

<体育振興担当課　3859―3422　協力: 生涯学習振興公社>

選
挙
豆
知
識
政
治
家
等
の
寄
附
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

有
権
者
の
寄
附
要
求
も
禁
止
で
す

政
治
家
等
(
立
候
補
予
定
者
を
含
む
)

が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
存
附
を
す

る
こ
と
は
、い
か
な
る
名
目
で
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。寄
附
は
金
銭
に
限
ら

ず
、お
中
元
を
贈
る
こ
と
や
、祭
り
で

の
寄
噸
、酒
や
食
べ
物
を
ふ
る
ま
う
こ

と
な
ど
も
で
き
ま
せ
ん
。
有
権
考
が
こ

れ
ら
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
政
治
家
等
に
強
要
す
る
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
等
は
、
暑
中

見
舞
い
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
(
電
報
や

そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
含
む
)
を
出
す

こ
と
も
、答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「贈
ら
な
い
、求
め
な
い
、受
け
取

ら
な
い
」
が
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙

に
っ
な
が
昨
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
噸
い
し
ま
す
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
肘

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

(
2
級
1
3
0時
間
コ
ー
ス
)

対
象
=
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く

意
志
が
あ
る
方
お
よ
び
既
に
働
い
て
い

る
方
で
、講
習
全
日
を
と
お
し
て
受
講

で
き
る
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
　
申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
廿
、
住
所
、

氏
名
、
職
楽
、電
話
番
号
、
生
年
月
日
、

「ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
緯
習
受
講
希

望
」
と
明
記
(
結
果
は
全
員
に
通
知
)

※
2
団
体
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
に
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
複
数
応
募
は
無
効
　

場
・
申
先
=
表
3
　
問
先
=
高
齢
計
画

課
計
両
推
進
係

表3　 ホー ムヘ ルパー養成講習会日程等

北
千
住
駅
周
辺

自
転
車
放
置
禁
止
区
域

駅
周
辺
の
路
上
や
広
場
な
ど
に
、
無

秩
序
に
大
量
の
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
歩
行
者
、
特
に
高

齢
者
や
障
害
者
の
方
の
通
行
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
嘔
な
ど
の

緊
急
活
動
の
妨
げ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
釖
m
以

内
を
自
転
叭
放
礎
禁
止
区
城
に
指
定

し
、
区
鮫
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転

申
は
撤
去
し
て
、
移
送
所
に
運
び
保
管

し
て
い
ま
す
。
自
転
嘔
を
引
き
取
る
際

は
、
撤
去
料
と
し
て
2
1
円
を
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
撤
去
後
2
ヵ

月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▽
夏
休
み
期
間
中
は
、
学
生
・
生
徒
の

自
転
巾
放
置
が
日
立
ち
ま
す
。「
う
っ

か
り
放
置
で
、
搬
去
料
を
支
払
う
」
と

い
う
こ
と
の
な

い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▽
撤
去
自
転
車

の
中
に
は
盗
難

車
も
多
く
あ
り

ま
す
が
、
住

所
・
氏
名
が
記

入
し
て
な
い
た

め
持
ち
主
に
戻

ら
な
い
自
転
巾

が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
自
転

車
に
は
防
犯
登

録
を
す
る
と
と

も
に
、
住
所
と

名
前
を
記
入
し

か
ぎ
を
二
重
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
駅

に
近
い
方
は
、
で
き
る
だ
け
歩
い
て
く

だ
さ
い
。

□
区
営
自
転
車
駐
車
場

北
千
住
北
自
転
中
駐
嘔
鳩
…
千
住
旭
町
y

2
　
　
(
3
8
8
1
)
2
6
2
3

北
千
住
南
自
転
叭
駐
叭
場
・
:
千
住
旭
町

4
2
-
3
　
　
(
3
8
7
0
)
2
6
1
9

北
千
住
西
口
自
転
小
駐
叺
場
…
千
住
旭

町
4
2
-
2
ル
ミ
ネ
3
陪
(
1
川
利
川
の

み
)
　
　
　
(
3
8
8
1
)
2
6
2
3

□
民
営
自
転
車
駐
車
場

川
中
石
材
店
・
:
千
住
3
-
8
6

(
3
8
8
8
)
5
4
6
1

□
自
転
車
移
送
所

中
央
本
町
移
送
所
…
足
立
4
1
1
6
1
1
9

先問
先
=
自
転
申
係

タ
ン
ク
水
の
水
質
検
査

鉄
サ
ビ
に
よ
る
赤
水
の
発
生
や
細
菌

な
ど
に
よ
る
飲
料
水
の
汚
染
事
故
を
防

ぐ
た
め
、受
水
タ
ン
ク
(
水
槽
)
を

経
山
し
た
水
の
簡
易
検
食
(
項
口
は
残

偖
塩
素
濃
度
と
鉄
分
)
と
飲
み
水
に
っ

い
て
の
相
鮫
を
受
け
付
け
ま
す
。検
在

を
希
望
す
る
方
は
、蛇
口
か
ら
数
分
間

流
し
た
後
、よ
く
洗
っ
た
容
器
に
水
を
2
0
0
c
c

牛
乳
ビ
ン
1
本
分
)
程
度
入
れ

て
時
間
を
置
か
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時
=
7
月
1
0
H
～
8
月
冽
目
(
土
・
日

・
祝
日
を
除
く
)
、午
前
9
時
～
午

後
5
時
　
対
象
=
区
内
受
水
楠
所
有
老

・
管
理
行
　
費
用
=
無
料
　
場
・
申
・

問
先
=
足
立
保
健
所
仕
川
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5
(

直
通
)

◆ 訂 正 と お わ び あだち広報6月25日号、3ページ宿泊インフォメーションの室料に誤りがありました。温河原あだち荘、那須・森の家、伊豆高原あだち荘10月分2, 20
0円は2人定員の室料です。訂正しておわびします。
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子
育
て
の
こ
と
で
悩
ん
だ
と
き
の
身
近
な
地
域
の
相
談
相
手

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

「子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
は
、
子
育
て
に
不
安

を
も
っ
て
い
る
親
た
ち
の
話
を
親
身
に
な
っ
て
聞
き
、

相
談
を
受
け
た
り
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、
子
育

て
支
援
の
活
動
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
一
緒

に
悩
み
、
考
え
、
答
探
し
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
は

核
家
族
化
、都
市
化
か
進
み
、近
所

付
き
合
い
が
薄
れ
て
き
て
い
る
今
、子
育

て
は
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
最
近
、青
少
年
に
よ
る
事
件

が
多
発
し
て
い
ま
す
か
、こ
の
原
因
の
一

つ
に
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

か
っ
て
は
、子
ど
も
が
ど
こ
の
子
か
、

ま
た
ど
こ
の
お
じ
さ
ん
、お
ば
さ
ん
か
、

み
な
顏
な
じ
み
で
し
た
。子
ど
も
が
悪

い
こ
と
を
す
れ
ば
、自
分
の
子
ど
も
と

分
け
隔
た
り
な
く
し
か
り
、遊
ん
で
い

る
と
声
を
か
け
、親
同
士
も
子
育
て
の

悩
み
を
気
楽

に
相
談
し
た
り
し
ま

し

た
。子

育
て
の
基
礎
と
な
る
家
庭
教
育
の

向
上
に
は
、地
城
の
方
々
の
力
を
皿
か

し
た
子
育
で
支
援
が
重
要
で
す
。そ
こ

で
、
「毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
、子
育

て
や
し
つ
け
の
悩
み
に
気
軽
に
相
談
に

の
っ
て
も
ら
え
る
人
」を
と
「子
育
て

ア
ド
パ
イ
ザ
ー
」が
生
ま
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子
育
て
丈
援
を
し

た
い
と
い
う
熱
息
の
あ
る
方
が
、
「子

育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」養
成
講
座
を
受

け
、修
了
後
、区
に
登
録
し
て
各
地
破

で
活
動
し
て

い
ま
す
。

「子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」は
、子

育
て
中
の
親
が
川
じ
こ
も
り
育
児
不
安

に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、身
近
な

と
こ
ろ
で
親
子
へ
の
言
葉
か
け
や
会
鵬

に
努
め
て
い
ま
す
。ひ
と
り
で
悩
ま
ず

、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
話
し
て
い
る
う

ち
に
解
決
す
る
こ
と
も
。
き
っ
と

あ
り

ま
す
。

身
近
な
場
所
で
活
動
し
て
ま
す

現
在
臨
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、8

ブ
ロ
ヅ
ク
に
分
か
れ
、各
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
皆
さ
ん
の
身
近
な
場
所
で
自
主
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
(
表
1
・
図
1
)
。

住
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
業
に
参
加

し
、乳
幼
児
と
母
親
を
対
象
に
子
と
も

を
遊
ば
せ
な
が
ら
親
の
話
を
聞
い
た

り
、グ
ル
ー
プ
で
フ
リ
ー
トー
キ
ン
グ

す
る
子
育
て
支
援
事
業
や
、

小
・
中
・
高
校
生
の
杖
を
対

象
と
し
た
相
談
コ
ー
ナー
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
ミ
ニ
コ
ミ
紙
を
罷
行
し
、

区
の
施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
・
銀

行
な
ど
に
置
い
て
い
る
グ
ル

ー
プ
も
あ
り
ま
す
。

表1　子育てアドバイザー活動状況

図1　 子育てアドバイザー活動場所

※ ①～⑭の活動内容等は表1をご覧ください

気

軽

に

ご
利

用

く
だ

さ
い

相
談
コ
ー
ナ
ー
「子
育
て
談
話
室
」

千
住
ブ
ロ
ッ
ク
子
育
て
ア
ド
バ
イ

ザ

ー

坂
本
利
子
さ
ん
(
写
真
右
)

澤
村
朝
子
さ
ん
(
写
真
左
)

千
住
ブ
ロ
ッ
ク
の
千
住
河
原
町
住
区

セ
ン
ター
で
は
、
以
前
か
ら
行
っ
て
い

た
孔
幼
児
と
母
親
を
対
阻
と
し
た
子
育

て
支
援
事
業
に
加
え
、
昨
年
か
ら
幼
・

小
・
中
学
生
の
親
を
対
象
に
相
談
コ
ー

ナ
ー
「
子
育
て
談
話
室
」
を
始
め
ま
し

た
。

「相
談
と
い
う
お
お
げ
さ
な
も
の
で

は
な
く
、雑
談
の
巾
か
ら
何
か
ア
ド
バ

イ
ス
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
澤
村
さ
ん
。
「自
分
た
ち
の
子
育
て

経
験
か
ら
、客
観
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
」と
坂
本
さ
ん
。

ま
た
、
「相
談
コ
ー
ナ
ー
は
ポ
ス
タ

ー
や
ち
ら
し
で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま

す
か
、ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
方
が
多
い

よ
う
で
す
。
「お
し
ゃ
べ
り
と
手
作
り

お
や
つ
の
会
」を
開
き
、気
軽
に
参
加

で
き
る
雰
旧
気
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す

の
で
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

今
の
課
題
は
、子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
こ
と
を
も
っ
と
知
つ
で
も
ら
う
こ
と

で
す
」と
お
二
人
は
語
っ
で
く
れ
ま
し

た

。ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に

「
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
養
成
講
座

「子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、養
成
講
座

を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

講
座
は
、乳
幼
児
や
小
・
巾
・
高
校
生

期
の
成
長
と
発
達
に
つ
い
て
の
高
義

と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
事
例
演
習
の
全

1
9
川
で
す
(
表
2
)
。資
格
は
問
い
ま

せ
ん
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子
育
て

を
支
援
し
た
い
と
い
う
意
欲
と
熟
意
の

あ
る
方
を
募
奥
し
ま
す
。く
わ
し
く
は

「あ
だ
ち
広
報
」8
月
2
5
日
号
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

表2　子育てアドバイザー養成講座内容( 予定) 「心
の
つ
な
が
り
」を

心
掛
け
て
い
ま
す

1
1年
度
養
成
講
座
修
了
者

佐
藤
美
智
子
さ
ん

今
年
の
4
月
か
ら
、子
育
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
西
新
井
栄
町
住
区
セ
ン

タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
佐
藤
さ
ん
は
、

小
学
校
3
年
生
と
5
年
生
の
子
ど
も
い

る
お
母
さ
ん
で
す
。

子
ど
も
に
手
が
か
か
ら
な
く
な
り
、

外
に
川
て
活
動
す
る
中
で
、
育
児
に
い

ろ
い
ろ
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
お
母
さ

ん
が
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
何
か
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
。
子
育
て

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
に
参
加
し
ま

し
た
。講
座
で
は
、子
育
て
に
関
し
て

の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
伶
る
こ
と
が
で

き
た
と
忠
い
ま
す
。特
に
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
は
、人
変
勉
曲
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
お
母
さ
ん
た
ち
と
の
心
の
っ
な

が
り
を
第
一
に
活
動
し
て
い
ま
す
」と
話

す
仇
藤
さ
ん
。

ま
た
、こ
れ
か
ら
養
成
講
座
を
受
け

て
み
よ
う
と
い
う
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
「悩
み
を
持
っ
て
い
る
人
の
話
を
叫

き
、そ
の
考
え
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る

人
が
一
人
で
も
多
く
周
囲
に
い
た
ら
、

お
母
さ
ん
た
ち
は
心
強
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。難
し
く
考
え
ず
に
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
」と

の
こ
と
で
し
た
。

お問い合わせは

生涯学習課家庭教育へ

3880- 5111( 代)

▲ 花 畑 住 区 セ ン タ ー 「ピ ヨ ピ ヨ クラ プ 」

▲
▼
花 畑 住 区 セ ン タ ー 「 ピ ヨピ ヨ クラ ブ 」

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
2
5
)

千

住
旭
公
園

通
称
太
郎
山
公
園
。子
ど
も
た
ち
が
元

気
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
盗
が
見
ら
れ
ま

す
。昔
は
ど
こ
で
も
見
ら
れ
た
そ
の
光
景

を

、
な
つ
か
し
い
と
感
じ
て
し
ま
い

ま
し
た

。

昭
和
3
3
年
8
月
に
5
m
プ
ー
ル
の
あ

る
公
園
と
し
て
オ
ー
ブ
ン
、
平
成
4
年

に
解
体
さ
れ
る
ま
で
、
1
0
川
プ
ー
ル
と

呼
ぱ
れ
子
ど
も
た
ち
に
親
し
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
改
良
さ
れ
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ

池
が
般
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

什
そ
の
地
に
あ
っ
た
人
郎
由
を
模
し
た

遊
具
に
は
、
　
青
年
会
議
所
と
千
住
心
子

と
も
た
ち
か
作
っ
た
絵
タ
イ
ル
が
貼
ら

れ
、
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。

千
住
旭
町
3
0
―
1
　
北
千
住
駅
東
ロ
下
車

徒
歩
3

分▲
手
作
り
の
絵
タ
イ
ル
が

貼
ら
れ
た
「
太
郎
山
」

遊
具

7
月
1
日
～
8
月
3
1
日

ま
で
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池

が
オ
ー
プ
ン

7月は「河川愛護月間」です。

アウトドア・イベント
イン

アラカワ2000

7月20日(祝)
時間=午前9時30分～

午 後3 時

参加無料・小雨決行

問先= 公園事業係
3880- 5111( 代)

見つけにおいで新しいあらかわ。虹の広場には楽しいイベントがいっぱい!

メイン会場/虹の広場

遊

ぶ

● 手づくり体験遊具敖室　石の形をいかして絵を描くストー
ペインティングや剤りばしと紙皿を使ったグフイダーづくりほ
か、楽しい手づくり遊具の教室です。● 水辺の体験遊具教室

ササの葉から船を作ったり、ザリガニを釣ったり、荒川の風景
をスケフチしたり…水辺の楽しみ方が体驗できます。● あらか
わ体験クルージング　水上バス「クイーンメリッサ3世号」と荒川

下漣調査船「アラカワ号」号に乗って、舶から見る荒川
の風景をお楽しみください( 定員あり) 。● あらかわアウトド
ア・スポーツパーク　いろいろなスポーツ用品をお貸しします。荒川河

川敷の広場、親子や友達どうしで、体いっぱい動かし
てください。● 荒川沿川市区対抗トシヂボール大会　選抜チー
ムが熱戦を展開します。応援をよろしくお願いします。

見

る

● あらかわイベントステージ　聞いて
楽しい、見て楽しいステージがもりだ
くさん。● みんなで川の歌をうたお
う! 　16代目歌のおねえさん・神崎ゆ
う子さんと一緒に川や自然の歌をみん
なでうたあう! ● ガンフッチ・キャラ
クターショー　われらが人気者・ガン
ブッチくんが大活躍、どきどきパラパ
ラいっぱいのキャラクターショーです。

知

る

● あらかわ発見紹介パネル展　荒川の自然や歴史がわかるパネ
ルを属示。中のミニステージでは、曲芸・落語・売り声百景漫
談が楽しめます。● あらかわ自然発見隊　荒川の自然を調査。
河川敷に生きる動勧や植物を見つけてみよう! ( 参加配念品あり
) ● あらかわゴミ発見隊　荒川河川敷のゴミ調査や水質朋査。

夏休みの宿題もこれでOK! ( 参加記念品あり)

食
べ
る

● 荒川舟人大鍋　荒川沿川の豊富な食材をふんだんに使った鍋
です。先着1000人に無料サービスします。　※ 環境保護のため、
おわんとはしを持参してください　● 地元商店街フードマーケ

ット　おいしい飲み勧・食べ物がいっぱいの屋台村です。● お
試し! 荒川源流水　荒川上流でわき出ているおいしい水を一度
お試しください( なくなり次第終了) 。

サテライト会場/学びピア21

● 川へり映画上映会　無声映画「

キートンの蒸気船」( 1928年/監
督、主演=バスター・キートン)

を、日本屈指の弁士・澤渡翠がい
きいきと表現。そのほか、「東京物語

」( 1953年/監督=小津安二郎

/主演=笠置衆、東山千恵子ほ
か) 、「いつでも夢を」( 1963年/監

御=野村孝/主演=橋幸夫、吉永
小百合ほか) を上映。

● 足立区と荒川
のかかわり展

● あらかわパネ
ル展示/ ビデオ

上映

会場案内図

※ 駐車場はありませんので、公共機関を

ご利用ください

■ 幸催=アウトドア・イベント・イン・アラ

カワ2000委員会( 建設省荒川下流工事

事務所・戸田市・川口市・板橋

区・足立区・墨田区・葛飾区・江東区・江

戸川区)

学
校
ア
ル
バ
ム

千 寿 桜 小 学 校
千住桜木1- 8- 15

【
地
域
が
利
用
で
き
る
学
校
】

学
校
施
設
と
地
域
と
の
融
合
を
特
色

に
、
平
成
4
年
、
本
校
は
川
校
し
ま
し

た

。学
校
と
地
域
が
共
同
で
利
用
で
き
る

よ
う
、
校
庭
と
公
園
の
間
に
は
仕
切
り

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
図
書
室
も
、

学
校
の
図
書
室
と
し
て
の
役
割
と
同
時

に
、
地
域
の
方
々
の
図
書
館
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、

地
域
の
方
々
へ
の
貸
し
出
し
も
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
本
校
は
調
べ
字
習
に

力
を
入
れ
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
の
で
、
そ
の
た
め
の
木
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
児
童
書
も
2
万
2
千
冊
と
充
実

し
て
い
ま

す
。

教
室
も
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
人
い

に
活
用
し
て
グ
ル
ー
プ
学
習
、学
年
集

会
な
ど
に
役
立
て
、仲
ぴ
仲
び
と
自
分
を
表

現
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
ま

す
□
小
池
修
司
校
長
か
ら

「学
ぶ
喜
び
、ふ
れ
あ
う
喜
ぴ
、鍛

え
る
喜
ぴ
を
も
つ
子
ど
も
」が
本
校
の

教
育
目
標
で
す
が
、こ
れ
は
人
人
の
心

き
方
の
目
標
と
も
言
え
ま
す
。学
校
の

施
設
を
活
用
し
て

、
子
ど
も
も
人
人
も

目
標
か
達
成
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き

ま

す

地
域
の
方
と
の
ふ
れ
合

い
学

習
「
よ
も
ぎ
だ
ん
ご
づ
く
り
」(
2

年
生
)

▲ 図書室は地域の方々と一緒に利用

第十五中学校
千住宮元町27- 6

【
理
想
は
高
し
十
五
中
】

「お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
「こ
ん

に
ち
は
」

明
る
い
あ
い
さ
つ
が
校
内
に
響
き
ま

す
。
「
生
徒
が
輝
く
学
校
」
「
地
域
に
愛

さ
れ
る
学
校
」
を
め
ざ
し
、
〝
高
い
理
想
〟

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

体
験
学
習
を
重
視
し
、ア
イ
マ
ス
ク

や
小
い
す
体
験
、保
育
実
習
な
ど
の
学

習
を
、地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
隣
の
千
寿
桜
小
学
校
と
の
「小
巾

逃
携
」の
研
究
を
進
め
、豊
か
な
心
と

学
習
意
献
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。町

球
部
の
都
人
会
優
勝
、バ
ス
ケ
ッ

卜
部
の
都
人
余
出
川
、前
劇
部
の
郡
代
表

発
表
な
ど
、部
活
動
も
盛
ん
で
、生

徒
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
暉
く
場
所
を
見

つ
け
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、日
々
、人
川
と
し
て

の
基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
、社
会
に
貢

献
で
き
る
生
徒
を
育
て
て
い
き
ま

す
。

□
松
浦
正
至
校
長
か
ら

さ
わ
や
か
で
明
る
く
元
気
な
牛
徒
。

あ
い
さ
つ
か
飛
び
交
う
清
潔
な
学
校
。

こ
れ
か
本
校
の
特
色
で
す
。P
T
A
や
十
五

中
牛
徒
健
全
育
成
公
の
支
援
を
い

た
だ
き
、地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
め

ざ
し
、教
育
の
允
実
と
発
展
に
努
め
て

い
ま
す
。

交

通
安
全
感
謝

状
を

い

た
だ
い
た
登
校
風
景

思
い
や
り
の
心
が
育
つ
保
育

実
習
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く
ら
し
の
情
報

国
保
・
年
金

国
民
健
康
保
険
の

保
険
料
が
き
ま
り
ま
す

7
川
2
1
Hに
「
国
民
健
康
保
険
料
決

定
通
知
鵆
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

1
2
年
度
住
民
税
の
確
定
に
伴
い
、
今

年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
が
決
ま
り
ま

す
。
決
定
通
知
書
と
、
7
月
～
9
月
分

納
付
占
お
よ
び
J
括
払
込
川
(
7
月
～

3
月
令
納
川
)
納
付
古
を
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、
1
2年
度
住
民
税
が
稍
疋
し
て

い
な
い
方
(
巾
告
が
遅
れ
て
い
る
場
合

な
ど
)
は
、
1
1
年
度
仕
民
税
に
基
づ
い

て
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

今
年
度
住
民
税
が
確
定
し
た
時
点
で
、
正

し
い
保
険
料
に
変
吏
し
た
納
入
通
知

濳
を
お
送
り
し
ま
す
。
　
問
先
=
国
民

健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

障
害
基
礎
年
金

「
現
況
届
」の
提
出
を
忘
れ
ず
に

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
次
の

み
に
、「
現
況
届
」
の
川
紙
(
(

ガ
キ

形
式
)
を
6
月
3
0日
に
郵
送
し
ま
し
た
。

「
現
況
届
」
は
引
き
続
き
年
金
を
受
け

収
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。
必

要
事
項
を
記
人
し
て
、
必
ず
7
月
3
1日

ま
で
に
国
民
年
金
課
給
付
係
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
同
時
に
「
所
得

審
査
」
も
行
い
ま
す
の
で
、
所
得
が
な

い
場
合
で
も
、
未
申
告
の
方
は
、
前
年

分
(
H
年
中
)
の
所
得
に
っ
い
て
区
民

税
の
申
告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ

い
(
1
2
年
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
)
。
　
対
象
=
2
0
歳

前
の
病
気
や
ヶ
ガ
に
よ
る
障
害
基
礎
年

金
受
給
者
/
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替

え
ら
れ
た
障
害
雌
礎
年
金
の
受
給
者

問
先
=
国
民
年
金
課
給
付
係

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
!

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
申
請

学
生
の
方
で
本
入
所
得
が
基
準
以
ド

の
場
合
に
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
を
後
払
い
で
き
る
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
(
夜
問
部
・
通
信
制
・
海
外
留
学
は

非
該
当
)
。
承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険

料
は
1
0年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、

今
年
度
は
7
月
中
に
申
請
す
れ
ば
、
4

月
ま
で
さ
か
の
ぽ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
す
。

申
込
=
年
金
手
帳
・
学
生
証
(
コ
ビ
ー
可
)
　

問
先
=
国
民
年
金
課
保
険
料
係

老
後
の
た
め
の
助
け
合
い

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

2
0
歳
(
学
生
む
莟
む
)
か
ら
6
0
歳
ま

で
の
方
は
、
必
ず
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
・
共
済
組
介
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に

加
人
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

□
国
民
年
金
に
加
入
を

ま
だ
乍
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
、

会
社
な
ど
を
や
め
て
厚
生
年
金
な
ど
の

資
格
を
喪
失
し
た
ま
ま
の
方
、自
営
業

者
に
な
っ
た
方
は
、国
民
年
金
に
加
人

し
て
く
だ
さ
い
。

□
国
民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
を

国
民
年
金
に
加
人
し
て
い
た
が
、就

職
し
厚
生
年
金
な
ど
に
加
人
し
た
と
き

は
、国
民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
が
必

妛
で
す
。

□
国
民
年
金
3
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
等
に
加
人
し
て
い
る
方
の

扶
養
と
な
っ
た
配
偶
者
の
方
は
、手
続

き
を
す
る
だ
け
で
国
民
年
金
第
3
号
被

保
険
者
(
自
ら
保
険
料
の
納
付
は
あ
り

ま
せ
ん
)
に
な
り
ま
す
。

□
将
来
、年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

2
0
歳
～
3
4
歳
で
、厚
生
年
金
・
共
済

紙
合
の
い
ず
れ
の
年
金
に
も
加
人
し
て

い
な
い
方
で
、
国
民
年
金
加
人
の
届
け

川
を
し
て
い
な
い
方
に
は
、
年
金
予
帳

と
納
付
書
を
送
り
ま
す
。
ご
理
解
を
お

噸
い
し
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
国
民
年
金
課
適
用
係

も
う
一
つ
の
国
民
年
金

国

民

年

金

基

金

国
民
年
金
基
金
は
、自
営
業
な
ど
の

方
が
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
実
現

す
る
た
め
に
、基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給

付
を
行
う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。加

入
対
象
者
は
、2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の

第
1
号
被
保
険
者
で
す
。掛
金
は
、選

択
す
る
給
付
の
型
・
口
数
お
よ
び
加
人

時
の
年
船
に
よ
っ
て
決
ま
り

、
川
座
か

ら
の
自
動
引
き
藩
と
し
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
と
な
り
、支
給
さ
れ
る
年
金
は
公
的

年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
る
な
ど
税
制

七
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。申
・

問
先
=
東
京
都
国
民
年
金
基
金

(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

ま
た
は
、区
・
国
民
年
金
課
推
進
係

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
国

民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、各
納
期
ご
と

に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

る
た
め
、便
利
で
安
心
で
す
。　
申

込
=
窓
口
に
預
(
貯
)
金
・
通
帳
、通
帳

印
、そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
耆
を
持
参
　
申

先
=
預
(
貯
)
金
口
座
の
あ
る
金
融
機

関
(
郵
便
局
を
き
む
)
ま
た
は
区
担
当

窓
口
、区
民
嘔
務
所
　
問
先
=
▽
特
別

区
民
税
・
都
民
税
…
納
税
課
収
納
係
▽

国
民
健
康
保
険
料
・
・
・
国
民
他
康
保
険

課
収
納
竹
理
係
　
▽
国
民
年
金
保
険
料

・
:
国
民
年
金
課
保
険
料
係

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
7
月
1
1
日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
・・・
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

「
リ
サ
イ
ク
ル
の
す
す
め
2
0
0
0

」

配
付
中
!

リ
サ
イ
ク
ル
商
品
を
買
い
た
い
、
資

源
川
収
に
協
力
し
た
い
、
同
収
さ
れ
た

資
源
の
行
方
は
?
　
そ
ん
な
あ
な
た
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
興
味
に
こ
た
え

る
1
冊
で
す
。
　
配
付
場
所
=
区
民
事

務
所
・
住
区
セ
ン
タ
ー
・
各
セ
ン
タ
ー

な
ど
　
問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

皆
さ
ん
の
保
険
料
を
生
か
す

国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
の
施
設

国
民
年
金
の
保
険
科
は
、年
金
支
払

い
の
た
め
の
財
源
と
し
て
積
み
立
て
ら

れ
る
ほ
か
、地
方
公
共
団
体
に
長
期
低

利
で
融
資
さ
れ
、
福
祉
施
設
の
建
設
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
年
金
積

立
金
還
元
融
資
」を
受
け
て
建
設
さ
れ

る
主
な
施
設
=
(
仮
称
)
中
央
本
町
特
養

ホ
ー
ム
(
1
3
年
4
月
開
設
求
心
)
　
千
住
保

健
総
介
セ
ン
タ
ー
(
1
1
年
1
2
月

開
設
)
　
問
先
=
国
民
年
金
課
推
進
係

生
活
環
境

江
北
一
丁
目
、扇
二
丁
目
の
各
一
部
で

住
居
表
示
が
変
わ
り
ま
す

9
月
2
日
か
ら
、高
野
土
地
区
両
整

理
事
業
に
伴
う
住
肝
表
示
の
再
整
備
が

実
施
さ
れ
、対
象
区
域
内
の
一
部
の
建

物
の
住
居
衣
示
(
化
所
)
が
変
更
に
な

り
ま
す
。実
施
に
先
立
ち
、7
月
中
旬

か
ら
8
月
匕
旬
に
か
け
て
、「
住
属
衣

示
再
整
備
の
ご
案
内
」
「新
し
い
住
居

表
示
の
お
知
ら
せ
」な
ど
の
資
料
を
、

区
の
腕
収
を
つ
け
た
委
託
業
者
が
各
戸

に
配
布
し
ま
す
。対
象
区
域
=
江
北
一
丁

目
、扇
一
丁
目
の
各
一
部
　
問

先
=
戸
籍
住
民
課
住
居
表
示

空
気
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

大
気
汚
染
の
1
1年
度
測
定
結
果

区
で
は
、鹿
浜
・
東
和
・
宮
城
の
3
監

視
室
で
人
気
汚
染
の
状
況
を
常
時
測

定
し
て
い
ま
す
。

測
定
結
米
(
表
1
)
を
み
る
と
、1
1

年
度
は
3
監
視
室
と
も
二
酸
化
硫
黄
・
二

酸
化
窒
素
の
環
境
薙
準
を
達
成
し
ま

し
た
。し
か
し
、1
0
年
以
七
続
い
て
浮

遊
粒
子
状
物
質
・
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
は
、
環
境
基
準
を
達
成
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

ま
た
、酸
性
雨
の
常
時
測
定
の
結
米
、

年
平
均
値
が
p
H
値
4
.
9
と
、足
立
区
で
も
酸

性
雨
が
降
り
続
い
て
い
ま
す
。

人
気
汚
染
の
主
な
原
囚
は
、自
動
車

の
排
気
ガ
ス
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。環

境
を
良
く
す
る
た
め
に
、マ
イ
カ
ー
の

使
用
を
控
え
る
な
ど
、皆
さ
ん
の
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
環
境
課
調
査

表1　 大気汚染の11年度年間平均値

※ ○ は環境基準達成、× は環境基準非達成

「
(
仮
称
)
丸
の
内
1
-
1
八
重
洲
口
複
合
ビ
ル

建
設
計
画
」の
公
示
・
縦
覧
と
説
明
会

東
京
都
環
境
彫
響
評
価
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、7
月
2
4
日
に
環
境
影
響
評

価
ぶ
案
が
公
示
さ
れ
、
次
の
と
お
り
縦

覧
さ
れ
ま
す
。ま
た
、環
境
彫
響
評
価

酋
案
の
内
容
に
つ
い
て
、環
境
保
令
の

見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
都
民
の
方
は
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
従
覧

期
間
=
7
月
2
4
日
～
8
月
2
2
日
、午
前

9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分
　
※
上
・

日
峨
日
、祝
日
は
休
み
　
場
所
=
区
・

環
境
課
/
。・
環
境
影
響
評
価
審
介
課
/

都
・
多
摩
環
境
嘔
務
所
　
※
次
の

場
所
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
・
・
・
中
央
図
書

館
、舎
入
図
書
館
、江
北
図
書
館
、肖

城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
　
問
先
=
環

境
課
馴
整
係

□
意
見
書
の
提
出

意
見
書
記
入
用
件
=
住
所
(
部
外
在
住

で
都
内
在
学
・
在
勤
の
方
は
そ
の
旨
を

明
記
)
、氏
名
、対
象
事
業
の
れ
称
、

意
見
　
期
限
=
9
月
6
日
消
印
有
幼
　

提
出
・
問
先
=
都
・
環
境
彫
響
評
価
審

査
課
　
〒
1
6
3
・
8
0
0
1
新
宿
区
叫
新

弗
2
1
8
1
1
第
一
本
庁
舎
北
堺
3
5
階

(
5
3
2
1
)
1
1
1
1
㈹

□
説
明
会

日
程
=
▽
8
月
7
日
凹
:
江
北
社
会
教

肯
館
　
▽
8
月
8
日
出
・
・
・
江
北
区
民
嘔

務
所
富
城
分
室
　
い
ず
れ
も
時
間
は
午

後
6
時
3
0
分
～
午
後
8
時
3
0
分
　
問
先
=

森
ト
ラ
ス
ト
㈱
開
発
事
業
部
企
画
部

(
5
5
1
1
)
2
2
8
6

掲
示
板

□
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就
業
支
援

講
習
　
日
時
=
9
月
1
8
日
～
1
0
月
2
0
日

(
全
1
5
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
　

場
所
=
都
・
鳥
年
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー

(
J
R
飯
川
橋
駅
東
口
徒
歩
7
分
)
　
対

象
=
6
0
歳
以
上
で
講
習
終
了
後
、足
立
区

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
人

会
し
就
業
で
き
る
方
　
内
容
=
家
事
援

助
(
ヘ
ル
パ
ー
3
徴
)
　
定
員
=
選
考

で
若
干
名
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=
往

後
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
「家
事
援
助
」と
明
記
　

期
限
=
8
月
1
7
日
必
着
　
申
・
問
先
=
在
団

即
東
京
都
鳥
齢
者
事
業
振
興
財
団
1
0
2

鬯
・
0
0
7
2
千
代
川
区
飯
田
橋
3
1

1
0
-
3
`
　
　
　(

5
2
1
1
)
2
3
2
7

□
東
京
都
介
護
支
援
専
門
員
試
験
　
試

験
日
=
1
1
月
1
2
日
凹
午
前
1
0
時
　
受

験
要
項
配
布
場
所
=
区
・
介
護
保
険
課
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
　
申
込
期
限
=

7
月
2
1
日
　
申
・
問
先
=
財
東
京
都

地
城
福
祉
財
川
介
護
保
険
嘔
業
課

(
5
2
8
5
)
8
5
5
0

□
足
立
区
障
害
者
夏
ま
つ
り
　
日
時
=

7
月
2
3
日
㈲
、午
後
3
時
3
0
分
～
7
時

3
0
分
　
場
所
=
都
立
城
北
養
護
学
校
　

内
容
=
青
空
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
、盆
踊

り
、模
擬
店
、花
火
な
ど
　
問
先
=
夏

ま
っ
り
実
行
委
員
会
　
杉
山

(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

□
薬
草
勉
強
会
　
日
時
=
7
月
回
日

剛
、で
前
8
時
出
発
　
集
合
=
北
千
住

駅
西
川
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店
前
　
場
所
=
東
京

人
学
理
学
部
付
属
植
物
園
日
光

分
園
　
講
師
=
滝
戸
道
人
氏
(
日
本
大

学
名
誉
教
授
)
　
定
員
=
5
0
入
(
先
着

船
)
　
費
用
=
人
入
3
千
0
0
円
、1
2
歳

以
ド
2
1
円
(
昼
食
・
バ
ス
・
保
険
料

込
み
)
　
申
込
=
電
話
　
申
・
問
先
=

足
立
区
薬
剤
師
会(

5
8
1
3
)
8
9
3
3

□
都
立
保
健
科
学
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
会
　
日
時
=
7
月
3
1
日
叫
午
後
一

時
～
4
時
3
0
分
　
内
容
=
施
設
見
学
、個

別
進
学
相
談
、資
料
配
布
な
ど
　
申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ
　
場
・
問
先
=

都
立
保
健
科
学
大
学
(
荒
川
区
東
尾
久

7
―
2
―
1
0
)

(
3
8
1
9
)
1
2
1
1

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

プ
ロ
の
出
店
は
で
き
ま
せ
ん
。　
問

先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

▼
7
月
2
0
日
菱
菱
　
北
千
住
イ
ベ
ン
ト

場
午
前
9
時
～
午
後
3
時
　
※
雨
天
中
止
/

6
0
区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
　

人
鳥
　
(
3
8
8
0
)
8
2
2
2
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都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

次
の
都
市
計
画
の
変
更
案
を
縦
覧
し

ま
す

。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ

る
方
は
、
縦
覧
期
間
中

、
区
お
よ
び
都

に
対
し
て
意
見
さ
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

。

▽
北
千
住
駅
西
目
地
区
第
一
種
巾
街
地

冉
開
発
乍
袰
の
変
更
(
足
立
区
決
定
)
…

区
城
=
千
住
一
丁
目
、千
住
三
丁
目
、千

住
四
丁
目
お
よ
び
千
住
旭
町
の
各
地
内

▽
都
市
針
画
道
路
の
変
更
(
足
立
区
決

定
)
…
補
助
第
圜
吁
線
(
千
住
二
r
日

～
千
住
龍
川
町
)
/
足
立
区
画
街
路
第

3
号
線
(
千
住
三
丁
目
～
千
住
四
丁
目
)
/

足
立
区
㈲
街
路
第
4
り
線
(
千
住
三
丁
目

～
日
ノ
出
町
)

※
北
千
住
駅
西
目
地
区
巾
街
地
再
開
発

事
業
区
域
内
に
歩
行
者
専
川
嵩
上
け
式

交
通
広
場
を
設
置
す
る
た
め
に
都
巾
計

両
を
変
更
し
ま
す
。
ま
た
こ
れ
に
関
辿

し
て
次
の
都
心
計
叫
も
変
吏
し
ま
す

▽
川
途
地
域
(
東
京
都
決
定
)
お
よ
び

高
度
利
川
地
区
の
変
叭
(
足
立
区
決
定
)

・
:
区
域
=
千
住
三
丁
目
お
よ
び
千
住
旭

町
の
各
地
内

―
―
い
ず
れ
も
―
―

縦
覧
お
よ
び
意
見
書
提
出
期
間
=
7
月
1
1
日

～
2
5
日
　
場
・
意
見
提
出
・
問

先
=
都
市
計
画
係
　
※
北
千
住
駅
西
目

再
開
発
嘔
務
所
(
千
住
旭
町
4
2
1
5
)

で
も
川
様
の
も
の
を
閲
覧
で
き
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
　沿
道
地
区
計
画
制
度

区
で
は
、幹
線
道
路
の
沿
道
の
道
路

交
通
騒
政
に
よ
り
生
ず
る
障
書
の
防
止

と
適
正
か
つ
合
理
的
な
上
地
利
用
の
促

進
を
図
る
た
め
、凶
道
4
ひ
練
(
荒
川

以
北
)
と
環
状
7
ひ
線
沿
道
の
沿
道
地

区
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
(
沿
道
の

お
お
む
ね
3
0
m
)
に
お
い
て
次
の
行
為

を
行
う
場
合
は
、建
築
確
認
申
請
と
は

別
に
当
該
行
為
の
着
手
の
3
0
日
前
ま
で

に
屈
け
川
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

▽
建
築
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は
増
築

▽
建
築
物
の
川
途
、形
態
ま
た
は
意
匠

の
変
更

沿
道
地
区
計
閥
に
伴
う
条
例
施
行
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、

居
室
(
沿
道
の
お
お
む
ね
2
0
m
の
区
域

内
)
に
対
す
る
防
音
工
事
費
の
一
部
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、騒
肝
が

背
後
へ
通
り
抜
け
な
い
よ
う
な
建
物

(
緩
衝
建
築
物
)
に
す
る
た
め
の
建
築

貴
等
を
一
部
助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま

す
。　
問
先
=
建
築
防
災

花だより
立 葵

中
国
原
産
で
、日
本
へ
は
占
く
薬

川
植
物
と
し
て
渡
米
し
ま
し
た
。春
に

種
を
ま
く
と
、次
の
年
の
夏
に
人
き
な

花
が
穗
状
に
咲
き
ま
す
。高
さ
は
1
.
5
m

～
3
m
で
人
の
背
丈
以
上
に
な
り
ま
す
。

初
矼
の
か
空
に
ス
ー
と
立
ち
並
ん
で
、

色
と
り
ど
り
の
花
は
壮
観
で
す
。

先
人
た
ち
は
、
好
ん
で
屏
風
両
に
描

い
た
く
ら
い
魅
力
的
な
花
で
す
が
、
最

近
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。

絵と文: 宮原公子( 関原一丁目)

催
し
物
ガ
イ
ド

第
1
回

夏
休
み
親
子
実
験
教
室

「
マ
イ
乾
電
池
を
作
ろ
う
!
」

乾
電
池
を
作
り
な
が
ら
、
電
気
の
し

く
み
な
ど
を
学
び
ま
す
。
日
時
=
8
月

2
日
叫
、
午
前
1
0
時
～
正
午
　
場
所
=

エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
　
対
象
=
区
内
在

住
の
小
・
中
学
生
の
親
了
　
※
小
学
校

4
年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
の
巾
し
込

み
も
可
　
定
員
=
3
0
組
(
先
着
順
)
　

費
用
=
無
料
　
申
込
=
電
話
　
申
・
問

先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

第
2
2回
足
立
の
花
火
大
会

夜
空
の
ス
パ
ー
ク
!
!

～
新
世
紀
へ
の
扉
を
開
け
～

日
時
=
8
月
2
4
日
印
、
午
後
7
時
1
5
分
～

8
時
4
5
分
(
打
上
開
始
7
時
3
0
分
)

※
荒
天
の
場
合
は
2
5
日
に
順
延
。
昨
年

よ
り
一
力
月
遅
い
日
程
に
な
っ
て
い
ま

す
　
場
所
=
荒
川
河
川
倣
(
千
住
新
橋

～
西
新
井
僑
間
)

□
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
の
観
覧
は
で

き
ま
せ
ん

過
去
に
、プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
よ

る
沈
没
事
故
や
衝
突
に
よ
る
乗
員
の
転
落

事
故
が
起
き
ま
し
た
。警
察
か
ら
の

厳
し
い
指
導
も
あ
り
、プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

ー
ト
で
の
観
覧
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

□
屋
形
船
で
の
観
覧
に
は
届
け
出
が
必

要
で
す
(
有
料
)

川
形
船
の
船
ド
ま
た
は
関
係
者
の
方

は
、あ
ら
か
じ
め
所
定
の
申
し
込
み
用

紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　
期
限
=

7
月
3
1
日
　
申
・
問
先
=
観
光
協
会

事
務
局
(
産
業
振
興
課
内
)

光
を
つ
く
ろ
う

プ
ロ
に
学
べ
る
「照
明
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
応
用
コ
ー
ス

光
を
自
在
に
操
っ
て
、あ
な
た
の
演

劇
や
ラ
イ
ブ
を
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

な
も
の
に
し
ま
せ
ん
か
。　
日
時
=
8

月
9
日
～
1
3
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
9

時
　
※
1
3
日
の
み
午
前
9
時
～
午
後
6

時
3
0
分
。全
回
参
加
で
き
な
く
て
も
叮
　

対
象
=
1
6
歳
以
上
の
方
　
講
師
=
常
盤

数
行
氏
(
P
l
a
n
n
i
n
g
　
O
f

f
i
c
e
　
W
I
Z
)
/
武
村
正
子
氏

(
S
・
S
・
C
)
　
定
員
=
2
5
人
(
抽
選
)

費
用
=
3
千
卿
円
(
教
材
費
)
　
※
基

礎
コ
ー
ス
参
加
者
は
保
険
料
千
円
の
み
　

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、性
別
、職
業
、電
話
番
号
を
明

記
　
期
限
=
7
月
2
5
日
必
着
　
申
・
問

先
=
青
年
セ
ン
タ
ー
　
〒
1
2
3
・
0
8
4

1
西
新
片

―
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

教

育

相

談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、言
葉
が

遅
い
な
ど
、お
子
さ
ん
の
教
育
ヒ
の
悩

み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
　
申
込
=

竃
話
　
場
・
申
・
問
先
=
教
青
研
究

所
　
　
　
　
　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室
　
　
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室
　
　
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分
　

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

教
育
研
究
所
の
臨
時
休
館

館
内
殺
虫
消
毒
お
よ
び
施
設
点
検
の

た
め
、8
月
5
日
土
・
6
日
丱
は
臨
時

休
館
し
ま
す
。　
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

紙
す
き
体
験
教
室

「
牛
乳
パ
ッ
ク
で

ハ
ガ
キ
を
つ
く
ろ
う
」

か
っ
て
足
立
区
の
地
場
産
業
で
あ
っ

た
再
生
紙
づ
く
り
に
ち
な
み
、牛
乳
パ

ッ
ク
の
パ
ル
プ
を
利
用
し
て
手
作
り
で
(

ガ
キ
を
す
く
方
法
を
学
び
ま
す
。
夏

休
み
の
自
由
研
究
に
も
最
適
で
す
。

日
時
=
7
月
3
0
日
叫
、午
後
2
時
～
4

時
　
対
象
=
少
7
校
3
年
生
以
上
　
定

員
=
4
0
人
(
抽
選
)
　
費
用
=
無
科
　

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
、
「紙
す
き
教
室
」

と
明
記
　
※
(
ガ
キ
ー
枚
に
1
人
を
記

人
　
期
限
=
7
月
1
6
日
必
着
　
場
・
申

・
問
先
=
郷
土
唯
物
館
　
〒
1
2
0
1
0
0

0
1

人
谷
川
5
1
2
0
1
1

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

「
海
の
日
」に
合
唱
祭
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

日
時
=
7
月
2
0
日
㈲
、午
後
1
時
　
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ
　
問
先
=
文
化
振
興
係

バ
ス
見
学
会

ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
飛
行

捷
の
整
備
に
場
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

日
時
=
8
月
3
日
㈲
、午
前
8
時
3
0
分

～
午
後
5
時
　
見
学
場
所
=
A
N
A
催

備
工
場
、束
芝
科
学
館
　
集
合
場
所
=

エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
　
対
象
=
区
内
在
住

の
小
学
校
4
年
生
以
上
の
方
　
定
員
=

4
0
人
(
抽
選
)
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
氏
名
、

住
所
、電
話
番
廿
、子
ど
も
の
方
は
学

年
を
明
記
　
※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4
人
ま

で
申
込
町
　
期
限
=
7
月
2
1
日
必
着
　

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

千
住
夏
ま
つ
り

三
世
代
交
流

「
あ
そ
び
発
見
伝
」

日
時
=
7
月
2
3
日
聞
、午
前
1
0
時
3
0
分

～
午
後
1
時
　
場
所
=
元
町
団
地
1
・

2
り
棟
ピ
ロ
テ
ィ
(
千
住
元
町
冽
1
1
)

※
荒
人
の
場
合
は
千
住
児
曦
館
　
内
容
=

作
ろ
う
、遊
ぼ
う
、食
べ
よ
う
な
ど

の
各
コ
ー
ナ
ー
で
、三
世
代
が
交
流
し

ま
す
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ
　
問
先
=
千
住
児
童
・
老
人

館
　
　
　
　
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

お
ば
け
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

子
ど
も
た
ち
が

待
っ
て
い
ま
す

お
ば
け
や
し
き

日
時
=
▽
7
月
1
2
日
溂
、午
後
2
時
～

4
時
3
0
分
　
▽
7
月
1
3
口
Ⅲ
、午
後
3

時
3
0
分
～
4
時
3
0
分
　
対
象
=
幼
児
～

人
人
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ
　
場
・
問
先
=
西
保
木
川
兇

吸
館
　
　
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

7
月
は
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

夏
休
み
を
前
に
非
行
防
止
に
対
す
る
共
通
の
認
識
を
深
め
、青
少
年
の

健
全
育
成
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
問
先
=
生
涯
学
習
課
鯛
整
係

「
東
京
の
新
し
い
都
市
づ
く
り
の
あ
り
方
」
(

中
間
ま
と
め
)
へ
の
意
見
募
集

5
0
年
先
の
東
京
を
見
す
え
た
東
京
の

新
し
い
都
巾
づ
く
り
の
あ
り
方
に
っ
い

て
検
討
し
て
い
る
東
京
都
都
巾
計
画
審
議
会

都
巾
づ
く
り
調
介
特
別
委
員
会
で

は
、「
中
間
の
ま
と
め
」
に
っ
い
て
都

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
案

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
中
閥
の
ま
と
め
」
で
は
、
都
巾
づ

く
り
の
視
点
か
ら
み
た
5
0年
先
の
東
京

の
あ
る
べ
き
姿
を
シ
ナ
リ
オ
(
物
謡
)

形
式
で
表
現
す
る
と
と
も
に
、
祁
巾
づ

く
り
の
理
念
や
目
標
、
新
し
い
都
市
構

造
の
考
え
方
や
ゾ
ー
ン
別
の
都
市
づ
く

り
戦
略
等
を
示
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
踏
ま
え
て
さ
ら

に
検
吋
し
、
来
年
3
月
に
都
の
「
祁
市

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
基
本
指
針
と
な

る
最
終
答
申
を
行
う
予
定
で
す
。
「
中

間
ま
と
め
」
の
内
容
は
、
東
京
都
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
　
期
限
=

7
月
3
1
日
　
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス=

h
t
t
p
/
/
w
w
w
.
m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p

問
先
=
都
・
都
巾
整
備
室

(
5
3
8
8
)
3
3
8
9

ま
た
は
区
・
都
巾
計
画
係

7
月
2
0日

梅
田
図
書
館
が
新
装
オ
ー
プ
ン

梅
田
図
政
館
(
川
中
央
側
書
館
)
は
、

か
ね
て
か
ら
改
修
工
事
f
、開
設
準
備
心

た
め
休
館
し
て
い
ま
し
た
が
、図
書
資

料
の
整
理
・
施
設
の
改
修
工
事
が
完
了

し

、7
月
2
0
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

。

梅
川
図
書
館
は
梅
川
セ
ン
タ
ー
の
分

館
と
し
て
、
1
階
は
社
会
教
育
施
設
心

会
議
室
を
4
室
備
え
て
い
ま
す
。
2
階

は
、
図
書
館
と
し
て
一
般
・
児
蔽
図
鵆

あ
わ
せ
て
開
館
時
約
8
万
冊
の
蔵
書
規

模
と
な
り
ま
す
。
3
階
は
関
政
館
の
読
書
室

と
な
り
、
従
米
と
回
じ
規
模
の
同

席
を
川
意
し
て
い
ま
す
。
　
問
先
=
中
央

図
書
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り
協
賛
企
業
募
集
中
!

あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り
は
、
商
店
や
企

菜
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
賛
に
よ
り

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
応
援
し

て
く
だ
さ
い
。

□
記
念
T
シ
ャ
ツ
販
売
中
!

区
民
ま
つ
り
の
開
催
を
記
念
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
サ
イ
ズ
は
M
・
L
・
L
L
の
3
種

類
、
紫
色
で
ち
ょ
っ
と
和
風
の
デ
ザ
イ

ン
で
す
。
収
益
は
ま
つ
り
経
費
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。
価
格
=
千
釖
川
(
税
込
)

販
売
場
所
=
地
域
支
援
課
、
区
政
柚
報

室
、
千
住
区
民
事
務
所
ほ
か
　
※
バ
ン

ダ
ナ
(
朷
円
)
も
販
売
し
ま
す
　
問
先
=

区
民
ま
つ
り
委
員
会
事
務
局
(
地
域

支
援
課
)
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で2

4時
間
情
報
提
供

足
立
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
足
立
区
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
が

7
月
1
日
か
ら
開
設
し
ま
し
た

こ
れ
か
ら
も
増
加
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
を
、

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
活
用
し
、
区

民
の
皆
さ
ん
や
区
内
で
働
く
方
、
学
ぶ
方
の
た
め
に
開
設

し
ま
し
た
。
ま
た
、
足
立
区
に
関
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る

全
国
の
皆
さ
ん
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

メ
リ
ッ
ト
(
利
点
)

①
必
要
な
情
報
が
必
要
な
と
き
に
自
宅

で
簡
単
に
手
に
入
る

②
新
鮮
な
情
報
が
い
ち
早
く
手
に
入
る

③
パ
ソ
コ
ン
に
双
方
向
性
が
あ
る
の

で
、追
加
情
報
や
疑
問
に
比
較
的
早
く

こ
た
え
ら
れ
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

足
立
区
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

2
月
か
ら
試
行
版
と
し
て
開
設
し
た

「
足
立
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」が
本
格
稼

動
し
ま
し
た
。
現
在
、
利
用
で
き
る
内

容
(

コ

ン

テ

ン

ツ
)

は

、
人

記

の

と

お

り

で

す

。

今

後

、

皆

さ

ん

か

ら

の

ご

意

見

・

ご

要

望

を

参

考

に

し

て

、
内

容

を

充

実

さ

せ

て

い

き

ま

す

。
ど

し

ど

し

、

ア

ク

セ

ス

や

メ

ー

ル

を

お

寄

せ

く

だ

さ

い

。
お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

足

立

区

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

ア

ド

レ

ス
=

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

生
涯
学
習
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム

区
内
の
様
々
な
生
涯
学
習
楠
報
を
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

区
お
よ
び
公
社
、
住
区
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
行
っ
て
い
る
各
種
講
座
や
イ
ベ
ン

卜

な

ど

の

地

域

学

習

情

報

と

、

施

設

の

概

要

や

連

絡

先

な

ど

の

施

設

情

報

を

提

供

し

ま

す

。

あ

わ

せ

て

、
区

内

で

活

動

し

て

い

る

サ
ー

ク

ル

や

団

体
、

公

認

指

導

員

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

指

導

者

な

ど

、

団

体

や

人

材

の

情

報

も

ご

覧

い

た

だ

け

ま

す
。

利
川
の
際
に
は
、
情
報
の
種
類
、
地

城

名

、

施

設

名

な

ど

ポ

イ

ン

ト

を

絞

っ

て

検

索

で

き

ま

す
。

こ

れ

に

よ

り

、

知

り

た

い

情

報

だ

け

を

検

索

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

生

涯

学

習

情

報

提

供

シ

ス

テ

ム

の

ア

ド

レ

ス
=

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/
m

a
n
a
b
i
/
i
n
f
o
/

※
足
立
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
生
涯
学
習

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
は
、相
互
に
リ
ン

ク
(

ほ

か

へ

の

接

続

が

簡

易
)

し

て

い

ま
す

( 現在利用できる内容)

足立区 からのお知らせ… 区民 の皆さんへお 伝えしたいこと

暮らしに役立つ便利帳…区の情報を、「わたしの便利帳」の内容をもとに使いやすく

餮陬します( 「キーワード検索」を使って、知りたい情報をより早く調べることかできます)

あだち広報紙… 4月からの「あだち広報」を、紙面そのままの髟でパソコン画面で見る

ことかできます( PDF形式)

リンク集…都内22区や東京都などのホームページヘリングできます

Eメールの送信…「区長へのメール」では区へのご意見、ご捉言、片情、変望を受け

付け ています

トピックス・・・そのときの 最新ニュースを提 侯します

足立区ホームページに
関 するお問い 合わせは
広報係

3880- 5111 ㈹

生涯学習情 報提供システムに

関するお間い合わせは
生涯学習センター情 報メディア課

5813- 3736

スケッチあだ

ち

このコーナーでほ まちの 情報・話題を

お 待ちし ています。

問先=広報係　3880- 5111㈹

赤紫のじゅうたん
マツバギクが満開です

6
月
上
旬
、江
北
北
部
緑
道
公
園
内

に
あ
る
花
壇
茖
在
家
3
―
3
0
)
で
マ

ッ
バ
ギ
ク
の
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、
道

行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。こ

の
花
壇
は
、水
と
緑
の
公
社
と
協

定
を
結
ん
だ
「松
襲
菊
の
会
」(
会
員

3
4
入
)
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
自
ド
管
理

し
て
い
る
も
の
で
す
。会
の
名
前
で
あ

る
マ
ツ
バ
ギ
ク
の
ほ
か
に
、マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
・
ユ
リ
・
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
な
ど
会

員
の
方
が
持
ち
よ
っ
た
約
3
0種
の
び
花

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
の
代
衣
の

両
角
さ
ん
大
妻
は
「
花
埴
を
通
じ
て
地

城
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
が
広
が
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
マ
ツ

バ
ギ
ク
は
、
1
0
月
ぐ
ら
い
ま
で
花
を
咲

か
せ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

▲ 見事な花壇は会の皆さんの協力のたまもの

交通少年団による
クリーンキャンペ ーン

6月10日、北千住駅周辺で交通少年団・自治会の

方々による「道路環境クリーン作戦」が実施されま

した。空き缶やごみなどを拾い集めながら「みんな

の街、道路をきれいにしましょう」と通行中の人々

に呼びかけました。

2000 年 への
メッセージを開封

5
月
3
1
日
、
花
畑
記
念
庭
園
「
桜
花

亭
」
で
、
7
年
前
に
封
印
さ
れ
た
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
の
川
品
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
カ
プ
セ
ル
に
は
、
数
字
の
5

が
並
ん
だ
平
成
5
年
5
月
5
日
を
記
念

し
て
、
足
立
北
郵
便
局
が
発
行
し
た
ラ

ッ
キ
ー
デ
ー
ト
・
ス
タ
ン
プ
台
紙
3
5
7
通

と
当
時
の
新
聞
や
、
区
の
広
報
紙
な
ど
が

納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
台
紙
に
は
、
西

暦
2
0
0
0
年
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

肖
時
、
花
畑
中
学
校
1
年
生
で
カ
プ

セ
ル
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
し
、封
印
に

立
ち
会
っ
た
荒
川
直
樹
さ
ん
、高
柳
育

代
さ
ん
の
2
人
が
封
印
に
(
サ
ミ
を
入

れ
、
カ
プ
セ
ル
を
開
封

。
取
り
出
さ
れ

た
台
紙
は
、
本
人
に
郵
便
で
配
達
さ
れ

ま
す
。2
0
0
0
年
へ
の
夢
や
希
望
が
、

か
な
っ
て
い
る
と
い
い
で
す
ね
。

カ
プ
セ
ル
か
ら
取
り
出
し
た
台
紙
の

束
を
手
に
す
る
高
柳
さ
ん
(
左
か
ら
2

人
め
)
と
荒
田
さ
ん
(
左
か
ら
3
人
め
)

音
を
楽
し
み
、
音
楽
を
愛
す
る

シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

6
月
4
日
、西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
で
第

1
川
シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
全
国
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
は
中
鳥
年
以

上
の
人
で
構
成
さ
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
合
奏

回
の
こ
と
で
す
。
遠
く
は
山
形
県
天
敵
市

か
ら
参
加
し
た
合
奏
団
や
地
元
の
「
足
立

シ
ル
バ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」な
ど
7
団
体
、

合
計
1
2
9
人
が
歌
謡
曲
や
ジ
ャ
ズ
な
ど
を
演

奏
し
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
聞
き
い
っ
て
い

ま
し
た
。

▲ フルートやバイオリ
ンを操り、観客を魅了

▲ 演奏者の平均年齢は68歳

玉ノ井部屋から力士が来園!
六木場所開催される

6
月
8
日
、
玉
ノ
井
部
屋
か
ら
東

岳
・
東
華
の
2
人
の
力
士
が
六
木
保

育
園
を
訪
れ
、
園
児
と
保
護
者
、
ま

た
地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

名
も
「
ど
す
こ
い
!
六
木
場
所
」
。

こ
の
日
は
園
児
た
ち
の
質
問
に
力
士

が
答
え
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
園
児
と
の

相
撲
収
り
紐
み
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
き
な
力
士
に
小
さ
な
園
児
た

ち
、
こ
の
光
景
を
多
く
の
地
域
の
人

た
ち
が
楽
し
み
ま
し
た
。

▲ 園児3 人で押し出すぞ!

▲ お相撲さんの手は大きいなぁ

資源やごみの分別はまかせて
6
月
1
6
日
、
中
鳥
根
小
学
校
で
、
4
年
生
1
1
4
人
に
よ
る
環
境
学
習
会
が
側
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
足
立
西
清
掃
事
務
所
の
職
員
が
「
社
会
科
の
先
生
」
。
実

際
に
資
源
や
ご
み
の
分
別
を
し
て
み
て
、間
違
っ
て
な
い
か
審
査
も
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
生
ご
み
な
ど
を
減
ら
す
こ
と
の
人
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。

こ
の
「
社
会
科
の
先
生
」
は
、
今
後
も
い
く
っ
か
の
学
校
を
訪
れ
る
予
足
で
す
。

▲ コンテナごとに分別してみよう

▲ 収集 車へのごみ袋の投入もやってみました

R70古紙配合率70%再生紙を使用しています R. S　235, 000


